
地域看護学講座／精神看護学領域 
 
1．   領域構成教職員・在職期間  

講師	 川口	 めぐみ	 平成 21年 4月-	 

助教	 植村知香	 2014 年 4月～2015 年 3月	 

 
 

 

2．   研究概要  
統合失調症患者を介護している親の介護負担感  高齢地域住民の認知機能と生活習慣	 

 
●  研究概要 

精神看護学領域では、精神疾患をもつ方の再発予防および健康増進、介護者の負担軽減、また高齢

地域住民を対象に精神疾患の早期発見・予防に貢献できる看護研究に取り組んでいる。	 

	 具体的には、まず精神疾患を持つ方の再発予防および介護者の負担軽減のために、統合失調症患者

を介護している親の介護負担感軽減のための看護支援プログラ	 ムの開発に取り組んでいる。また、

精神疾患の早期発見・予防においては、高齢地域住民を対象に認知機能およびうつ症状と生活習慣

についての研究を進めてい	 る。	 
 

●  キーワード 

統合失調症患者,	 親,	 介護負担感,	 高齢地域住民,	 認知症予防	 
 

●  業績年の進捗状況 

	 「統合失調症患者を介護している親の介護負担感」については、親の介護負担感に関連する要因

についての質問紙調査の結果を学会にて報告した。また、学会で発表した内容に追加・修正を加え

て、家族看護学研究雑誌に投稿し、掲載された。現在は、質問紙調査の結果を踏まえて親の介護負

担感軽減のためのプログラム実施に向け、県内の専門職と連携のもと調整を行っている。	 

	 「認知機能およびうつ症状と生活習慣」については、精神科医師、臨床心理士および認知症認定

看護師とともに、高齢地域住民を対象に	 ふれあいいきいきサロンにおいて、認知機能調査、および

うつ症状と生活習慣についての質問紙調査を実施した。また、昨年今年度同様に実施した、質問紙

調査の結果を学会で報告した。	 
 

●  特色等 

	 精神看護学では、学部教育において、精神看護学概論、精神看護活動論、精神看護学実習、卒業

研究を担当している。すべての人のこころの健康増進および精神疾患の予防について、また、精神

疾患を持つ方の再発予防および地域生活定着のための支援について教育を行っている。	 

	 また、研究においては、科学研究費	 若手研究（B）を取得し、県内の専門職との連携のもと、継

続した研究を行っている。	 
 

●  本学の理念との関係 

本学の理念に基づき、特に、「医学・看護学の進展、ならびに地域医療の向上に寄与する」ため、

地域住民の健康増進や疾患の再発予防を目指している。そのため、統合失調症患者を介護している

親の介護負担軽減のための研究や、在宅高齢者の認知症およびうつ予防のための研究に取り組んで

いる。	 
 
 

 



3．   研究実績  
区  分 

編  数 インパクトファクター (うち原著のみ) 

2009～2014年分 2014 年分 2009～2014年分 2014 年分 

和文原著論文 2	 1	 ―――――	 ―――――	 

英
文
論
文	 

ﾌｧｰｽﾄｵｰｻｰ	 0	 0	 0.000	 (	 0.000)	 0.000	 (	 0.000)	 

ｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｵｰｻｰ	 0	 0	 0.000	 (	 0.000)	 0.000	 (	 0.000)	 

その他	 0	 0	 0.000	 (	 0.000)	 0.000	 (	 0.000)	 

合計	 0	 0	 0.000	 (	 0.000)	 0.000	 (	 0.000)	 

 

（A）   著書・論文等 

(1)   和文：論文等 

a．  原著論文（審査有） 

1482001 
川口	 めぐみ,	 *長谷川	 美香,	 *出口	 洋二:	 退院 1 年未満の統合失調症患者を介護している親の介

護負担感の関連要因.	 家族看護学研究,	 20（1）,	 2-12,	 2014.09	 
 
（B）   学会発表等 

(1)   国際学会 

a．  一般講演（ポスター） 

1482002 
M.Kawaguchi,	 *M.Hasegawa,	 *Y.Deguchi:	 Factors	 related	 to	 caregiver	 burdens	 for	 parents	 of	 

schizophrenic	 patients	 in	 Japanese	 provincial	 cities,	 35th	 International	 Association	 for	 

Human	 Caring	 Conference,	 2014.05,	 2014.05	 

 

1482003 
*M.Hasegawa,	 +M.Yoshikawa,	 M.Kawaguvhi,	 *K.Ishibashi,	 *R.Natsuume:	 Promotion	 of	 

cooperation	 among	 various	 agencies	 in	 support	 of	 victims	 of	 DV,	 19th	 International	 

Conference	 on	 Violence,	 Abuse	 and	 Trauma,	 2014.09,	 2014.09	 

 

(2)   国内学会（全国レベル） 

a．  一般講演（口演） 

1482004 
*中村	 巳早都,	 川口	 めぐみ,	 +鳥羽	 愛乃,	 +炭本	 祐佳,	 *田中	 悠二:	 急性期病院における訪問

型こころの健康プロジェクトの取り組み,	 日本看護学会	 （ヘルスプロモーション）,	 2014.08	 

 

1482005 
*田中	 悠二,	 *東間正人,	 *高橋哲也,	 *上野幹二,	 川口めぐみ,	 *中村巳早都,	 +水上喜美子,	 +田中

祐佳,	 +鳥羽愛乃,	 +大森晶夫,	 *和田有司:	 集団的認知機能検査「ファイブ・コグ」を用いた地域高

齢者における軽度の認知機能低下の評価,	 第 36 回日本生物学的精神医学会・第 57 回日本神経化学会

大会	 合同年会,	 2014.10	 

 

b．  一般講演（ポスター） 

1482006 
川口	 めぐみ,	 *中村	 巳早都,	 *田中	 悠二,	 +鳥羽	 愛乃,	 +炭本	 祐佳:	 高齢地域住民の認知機能

と生活習慣,	 日本看護学会	 （精神看護）,	 2014.10,	 第 45 回日本看護学会－精神看護－学術集会抄

録集,	 1,	 113	 



4．   グラント取得    
（A）   科研費・研究助成金等  

区分 研究種目 課 題 名 代表者名 分担者名 
期 間 

（年度） 

金 額 

（配分額） 

文部科学省科学 

研究費補助金 
若手研究(B)	 

統合失調症患者

を介護している

親の介護負担感

軽減のための看

護支援プログラ

ムの構築	 

川口	 め

ぐみ	 
	 2014	 390千円 

 

5．   産業・社会への貢献  
（A）   国・地域等への貢献 

(1)   社会人等への貢献及び学校等との連携・協力による活動 
区分 活動名・活動内容 主催者・対象者等 氏名 

講演・セミナ

ー等	 
福井こころの元気プロジェクト	 

永平寺町社会福祉協議会,	 

一般,	 210 人	 
川口	 めぐみ	 

 

	 


